
明
年
一
月
分
か
ら
三
百
円
引
き
上
げ
一
可

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
二
一

呂
田
二
人
の
場
台
千
七
百
円
一
一
一

二
人
の
場
合
二
千
四
百
円
二
一

三
人
以
上
の
場
ム
打
、
一
人
に
つ
い
一
一
一

手

当

額

の

引

き

て

凹

百

円

加

算

し

た

額

に

な

り

ま

ニ

一

上

げ

な

ど

て

ニ

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
二

昨
年
の
秩
官
工
事
を
す
す
め
て
い
一
防
火
に
も
十
分
の
術
系
で
き
た
と
み
一
総
工
費
七
亘
一
一
十
余
万
円
で
完
成
し
た
一
児
童
扶
養
手
当
児
竺
人
に
つ
い
一
十
七
百
円
と
一
一
一

た
大
洲
の
徳
森
地
区
と
新
谷
の
喜
多
山
一
ん
な
お
お
よ
ろ
こ
び
で
す
Q

一

も

の

で

す

。

一

な

ど

改

正

な

り

ま

す

り

一

一

一

地
区
の
簡
易
水
道
拡
張
T
事

が

完

成

、

一

一

葉

地

区

の

拡

張

工

事

は

、

菅

田

簡

一

ま

た

、

喜

多

山

地

区

へ

は

同

じ

く

配

一

児

童

扶

養

手

当

法

、

判

別

児

童

扶

義

一

口

所

得

制

限

の

媛

和

一

一

一

お

い

し

い

3
ど
っ
」
の
山
明
る
季

ζ
の
ほ
ど
給
水
を
は
じ
め
ま
し
た
。
一
易
水
道
官
業
す
る
も
の
で
、
あ
ら
一
水
虫
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
送
達
一
手
芸

ω
一
部
改
正
は
、
一
さ
き
の
出
一
制
限
基
準
宗
本
年
五
円
分
か
ら
次
一
一
一
泊
月

4
目
、

7
日
、
け
日
、
一
節
か
き
ま
し
た
c

同
地
区
は
こ
れ
ま
で
井
戸
水
に
た
よ
一
た
に
配
水
池
と
千
八
百
メ
ー
ト
ル
の
送
一
泊
火
怜
二
か
一
埋
も
っ
て
、
九
十
喜
一
国
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
お
一
の
と
お
り
緩
和
さ
れ
ま
す
ハ
一
一
一
叫
川
、
午
前
?
時

l
U
町
一
新
鮮
な
ぶ
ど
う
蓄
し
上
る
の
は
、

っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
工
事
完
成
に
豆
、
そ
れ
に
消
火
先
主
義
設
一
一
一
一
百
四
十
人
に
給
水
す
る
も
の
で
二
一
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
①
本
人
に
つ
い
て
、
前
年
の
所
得
一
一
一
一
一
大
洲
市
公
会
堂
一
選
や
美
容
上
た
い
へ
ん
に
よ
い
こ
と

よ

っ

て

旦

吊

生

活

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

一

同

地

区

の

二

百

世

帯

九

百

入

を

対

象

に

一

百

五

万

余

円

を

ぬ

入

し

ま

し

た

。

一

円

手

当

額

の

引

き

上

げ

一

十

六

万

円

に

扶

詮

氾

章

一

人

こ

っ

一

一

一

一

で

す

。

し

か

し

ぶ

ど

つ

を

ば

料

に

し

‘

一

二

、

1
b

一

一

一

市

理

学

者

と

各

一

課

長

ほ

か

二

て

家

一

援

は

ぶ

ど

う

洞

を

通

る

こ

と

は

、

一
き
六
万
円
を
加
算
し
ア
伸
一
一
一
巾
込
書
守
月
初
日
ま
で
に
山
教
委
社
会
教
育
課
一
一
一
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
ず
け

一
②
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
に
つ
い
て
一
一
一
か
各
公
民
館
に
送
刊
し
て
く
だ
さ
い
。
三

一
干
人
が
出
て
グ
ラ
ワ
ン
ド
や
主
要
市
一

I

コ

一

一

一

一

一

ぶ

ど

っ

泊

ゲ

造

る

と

、

そ

の

吉

宗

い

口

語

控

訴

一

日

目

立

二

h
h
H
Mぽ
ド
L-一
か
に
芸
で
あ
っ
て
も

iと

期
に
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
も
一
※
児
童
扶
養
主
と
は
一
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
芸
、
そ
一

O
料
開
票
養
手
当
と
は
不
う
こ
と
で
震
に
な
り
処
宮
山
ま

乙
れ
ま
で

ι二
回
書
で
奉
仕
作
業
に
一
向
子
単
は
一
般
に
需
が
氏
ふ
れ
は
死
別
町
子
世
帯
の
み
に
限
ら
れ
一
た
い
へ
ん
重
い
器
禁
凡
や
身
一
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
長
院
で
じ
絶

一

一

一

一

す

に

ぶ

ど

う

油

土

告

ら

な

い

よ

う

に

し

出
て
い
ま
す
c

姐
竜
の
養
育
に
悶
凶
献
を
き
た
し
て
い
一
て
い
る
の
で
、
同
じ
よ
う
な
事
情
に
一
依
障
害
児
を
も
っ
佐
南
は
、
そ
の
介
一

1
3
1

ま
た
、
菅
田
一
枚
一
以
で
も
七
月
三
十
日
ま
ず
り
一
あ
る
斗
別
同
日
子
世
帯
に
対
し
て
も
所
一
護
の
た
め
特
別
の
出
告
が
あ
る
の
で
一
元
く
士
さ
し

父
兄
三
百
五
十
人
が
グ
一
フ
ワ
ン
ド
の
整
国
民
年
金
制
度
に
お
け
る
け
子
年
一
得
保
障
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
の
一
こ
の
よ
う
な
批
仰
の
所
得
保
障
の
だ
一

備
や
校
内
設
備
の
補
修
な
ど
で
一
日
窄
金
、
向
子
福
刻
年
令
は
、
ま
さ
に
こ
↑
見
地
か
ら
、
児
賞
扶
養
手
当
制
度
が
一
め
に
特
別
児
章
一
い
養
子
寸
号
制
昨
凡
が
設

住
し
ま
し
た
。
の
観
円
か
ら
削
子
一
位
帯
の
所
得
を
保
一
実
施
さ
れ
ま
し
た
o

一
け
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
励
行

手

洗

い

ベノ

iJ';. 

日昭和 42年 8月 25 

県
税
個
人
事
業
現
一

一
期
一

市
県
民
税
ニ
期

¥ 

f 

---ニニ=--.，~

--こ--み片岡

明

E 

21，085人

れ〉第 13 8号

市の人口 (6月末)

人口 40.448人
男 19，363人女

世帯数 10， 173戸
面積 240，93平方メート jレ

発行大洲市役所

編集文書課 、
も3
V
 

措
謀
、

喜
多
出
に
L
L
成
道

送

水

管

五

千

大
州
税
俗
山
下
回

有
線
放
送
の
指

示
に
従
う

一
向
、
雑
刊
誌
ど
も
司
も
っ
と
美
し
い
一
大
雨
、
台
風
の

一

も

の

を

与

え

て

ほ

し

い

。

一

接

丘

で

住

怠

一O
青
少
句
た
ち
が
自
覚
を
も
つ
よ
コ
に
一

一

一

こ

と

し

も

全

国

的

に

台

風

や

大

爪

に

。

肱

川

ぞ

い

と

城

山

で

は

八

月

百

↑

み

ん

な

の

観

光

地

九

主

し

ぐ

し

て

間

光

一

O
お
と
な
は
あ
ま
り
翠
塑
一
し
な
い
で
一
よ
ザ
尖
き
な
辛
口
冷
印
し
て
い
ま
す
c

朝

、

お

と

な

千

人

、

小

学

生

百

手

人

事

気

時

よ

く

迎

え

よ

う

と

、

み

ん

な

一

ほ

し

い

。

:

一

こ

れ

か

ら

の

京

E
2
9
1
7

-

が

清

掃

奉

仕

を

し

ま

し

た

。

「

観

光

地

一

が

草

刈

り

、

ワ

レ

モ

ノ

、

排

水

路

の

円

一

口

学

校

の

設

川

町

ゲ

一

よ

く

し

て

ほ

し

U

一
ン
に
備
え
、
市
で
は
割
符
な
防
災
日
間

ま
ち
ゃ
震
を
美
し
く
し
よ
う
と
、
吉
一
美
し
く
、
志
向
を
た
い
せ
つ
一
に
」
一
望
取
り
除
く
作
業
を
主
し
た
c

大
州
市
と
地
一
言
、
教

Z員
会
主
一
南
出
育
館
で
村
上
夏
、
中
田
章
一
か
集
ま
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
d

一O
あ
た
ま
と
な
し
で
な
く
、
経
験
左
右
マ
て
て
い
ま
す
が
、
一
般
家
宅
も

市
内
各
地
五
童
生
徒
や
貧
ら
の
清
一
と
出
先
週
間
に
あ
わ
せ
て
県
の
モ
デ
ル
一
。
一
一
一
譲
宅
は
七
月
一
干
昔
、
雇
の
第
一
面
大
洲
市
青
少
年
写
皇
室
長
、
語
教
育
長
、
そ
れ
に
市
内
各
一
大
会
で
は
小
、
中
、
高
校
生
、
婦
人
一
か
し
た
指
導
を
し
て
ほ
し
い
。
一
羽
ょ
一
フ
な
こ
と
に
注
」
円
山
し
て
く
だ
さ

掃
奉
仕
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
o

一
地
区
に
指
定
さ
れ
、
川
ま
つ
り
一
を
前
に

f
干
日
の
両
日
、
小
学
生
と
父
兄
ら
百
一
見
発
表
大
会
土
七
月
二
十
五
日
、
大
洲
一
学
校
生
直
勺
麦
、
一
般
市
む
ら
五
百
人
一
会
、
主
同
年
目
、
勤
労
青
年
、

v
y
s、
↑
口
夜
間
照
附
を
し
て
ほ
し
い
。
一
し

i

l

i

-

-

1

日

l

イ

一

い

上

一

教

師

1
P
T
Aの
代
表
十
一
一
人
が
、
そ
一
長
問
パ
ト
ロ
ー
ル
(
不
良
ク
ル

l
ブ
一
①
一
ア
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
る
気
象

一

一

一

江

仮

に

注

ぷ

す

る

こ

と

。

一
れ
ぞ
れ
の
す
一
場
で
「
青
少
年
を
非
行
悩
一
の
追
放
)
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。
一
ュ

女
半
数
以
上
が
中
流
以
上
の
家
は
二
刊
誌
そ
ろ
っ
た
家
庭
の
少
年
一
か
ら
守
壁
に
育
成
す
る
に
は
ど
っ
一
由
民
グ
ラ
ン
ド
の
市
型
車
事
む
一

J
Y
F
H
y
u
m
ι
川

庭
の
少
年

J
i両親
が
い
な
い
な
ど
特
一
官
官
小
」
に
つ
い
て

E三
九

日

刊

く

一

日

る

主

要

に

一

ぺ

訪

問

cE
紅
白

昭
和
三
十
年
に
は
、
中
流
以
上
の
別
の
室
の
少
年
は
約
三
%
に
す
一
そ
の
意
見
や
要
望
一
の
お
も
な
も
の
は
一
井
上
さ
ん
ら
を
一
打
ち
付
け
、
壁
、
夏
、
ヘ
ィ
、

家
庭
の
少
年
清
一
二
三
%
、
下
流
家
き
ま
せ
ん
o

一
次
の
と
お
り
で
す
o

-

善

行

表

彰

一

立

木

な

ど

に

は

)

針

金

な

ど

で

補

強

庭
の
少
年

2ノ
七
九
で
し
た
。
そ
主
任
型
の
家
庭
に
多
い
ー
の
ひ
と
声
運
動
の
医
開
に
よ
り
、
一
青
少
年
写
る
意
見
発
表
大
会
の

L
U
r
-
m明
日

訪

日

J

一
少
年
た
ち
一
に
希
望
つ
え
つ
け
よ
う
一
上
、
次
の
善
行
青
少
年
四
人
主
主
力
会
社
に
連
絡
す
る
。

乙
言
へ
の
関
心
が
っ
す
く
、

Y
Oお
た
が
い
の
や
さ
し
い
あ
い
さ
つ
に
一
ま
し
た
。
一
日
ぎ
わ
の
請
は
よ
古
内
(
山
/
¥

う
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
査
の
一
よ
り
近
還
を
与
え
、
不
良
化
喜
一
園
南
町
二
年
l
井
上
撃
さ
ん
(
市
長
一
ず
れ
)
発
生
に
ま
じ
上
か
ら
行

少
年
が
、
全
体

2
0
2虫
て

一

色

、

っ

。

一

員

)
1盲
目
の
両
手
た
す
け
る
と
や
砂
が
少
し
で
も
落
ち
て
き
た
ら
、

い

ま

す

。

一

0
こ
ど
も
た
ち
と
の
対
露
聞
を
も
う
一
た
わ
ら
、
親
代
り
に
一
天
皇
の
め
一
す
ぐ
避
難
す
る
こ
と
(
震
と
し
て

一
方
、
乙
ど
も
の
こ
と
に
よ
く
三
け
よ
う
。
一
ん
ど
う
を
み
て
家
庭
居
に
つ
と
め
一
行
主
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
苦
手
、

を

つ

け

て

い

る

家

庭

の

少

年

は

約

六

一

一

一

山

開

か

ら

わ

き

水

す

る

)

一

(

)

誰

れ

で

も

平

等

に

相

手

に

な

り

、

な

一

る

。

一

%

に

す

ぎ

ま

せ

ん

。

↑

一

一

④

水

田

用

の

水

路

の

セ

キ

仮

を

必

ず

取

1

一
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
。
一
圏
喜
多
小
六
年
1
商
山
茂
有
(
答
察
署
一

一

一

一

り

除

く

こ

と

(

床

下

浸

水

の

原

凶

と

百
社
会
環
境
し
を
務
え
よ
う
。
↑
長
世
間
)
U肱
川
の
五
郎
橋
の
た
も
と
一
な
る
)

一O
期
待
を
少
な
く
し
、
努
力
を
み
と
め
一
で
お
ぼ
れ
て
い
た
小
学
生
を
救
助
し
一
⑤
地
区
の
有
担
保
芯
に
よ
る
広
世
間
一
川

一

て

ほ

し

い

。

一

た

。

一

に

従

う

こ

と

。

-

一O
少
年
に
生
活
目
標
を
立
て
さ
せ
よ
う
一
圏
帝
京
第
五
高
二
年
l
広
瀬
貞
夫
君
(
↑
⑤
洪
水
時
の
河
川
で
の
一
魚
取
り
は
、
危
一

し一

O
社
会
の
み
に
く
さ
だ
け
で
な
く
、
映
一
瞥
察
箸
長
賞
)
日
記
八
落
川
で
お
ぼ
れ
一
険
な
か
ら
や
め
る
乙
と
一

壱美しく

一児童、父兄ら清掃奉仕ー

や学

百

υ
川

iζ 

三
善
の
市
道
グ
停
車
場
線
グ
を
整
備
す
る
地
元
民

ま

h
V
J
年

の

非

行

一

口

ど

の

よ

う

な

少

年

-

が

非

行

化

し

て

い

一

る

の

で

し

ょ

う
(
下
)

大
中
学
生
が
い
ち
ば
ん
多
い

昭
一
川
四
十
年
中
に
主
要
刑
法
犯
で

検
挙
補
導
さ
れ
た
少
年
の
内
択
を
み

る
と
、
次
の
図
の
と
お
り
で
す
。

巾
学
生
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
臓
に

就
い
て
い
る

少
年
、
高
校

生

ω順
と
な

っ
て
い
ま

す。中
間
は
じ
め

て
犯
罪
を

犯
し
た
少

年
が
多
い

犯
罪
は
H

こその刊J
(17ろ~ ) 

土空jilli去記少年ln

札
つ
き
の
一
少
年
が
行
な
う
μ

と
い
う

考
え
方
は
か
ほ
ら
ず
し
も
あ
た
り
ま

せ
ん
。毎
年
、
刑
法
犯
で
制
導
さ
れ
る
少

年
の
七
剖
以
上
ぼ
、
そ
れ
ま
で
に
補

導
さ
れ
汁
こ
と
の
な
い
少
年
で
す
。

七
割

こ
の
工
事
出
の
財
源
九
百
二
十
七
万

円
に
は
、
起
債
(
ば
生
年
金
日
一
一
一
理
元
融
資

)
五
百
山
十
万
円
と
国
@
県
補
助
金
、

そ
の
ほ
か
を
充
て
て
い
ま
す
り

川

η

よ
斗
J

J
V及
川

七
中
咽
日
刊
ゅ

時

甘

円

H
H
J

伊一

F 
L主

と
地マ
士」市治らつ郷
市左1づに主いこ仁
づH5宇宣五員
く白にるFi叩さ
れ法皇軍じま揺
る堕詰己宣q
LP 1 J こ:見た者三よ

5子主義H2
十わめ1穏とい

日らtと市い地をもづ
年で方つ尺品

皇室市霊のじ〉 、 プと
る誌 面臣君21
言語121
と附hに 11

圏
~J の人 SIZ て

誇交7Z主
だヘ(保土プj
o物敦子児
心青野を
同長一ア救
同局 íJ~ 財
の)会し

前点主;己
主義空
く広十

ぶ
ど
う
酒
は
造

ら
な
い
よ
う
に

ド

↑

)

づ

¥01 
と

き

。
と
こ
ろ

。

講

師

。
申
し
込
み

ベノ/

青

少

年

を

守

る

意

見

で

発

表

上

同時
i
，
冷
凶
闘

昭
和
四
十
年
で
は
、
刑
法
犯
で
検

挙
補
導
さ
れ
た
少
年
の
七
七
・
三
%

が
は
じ
め
て
の
少
年
で
し
た
υ

ロ
ど
の
よ
う
な
家
庭
、
一
女
大
部
分
が
両
親
の
そ
ろ
っ
た
一

の

少

年

が

非

行

化

一

家
庭
の
少
年

し

て

い

る

の

で

し

一

ょ

う

一

の
後
し
だ
い
に
中
流
家
庭
の
少
年
が

多
く
な
り
、
昭
和
同
十
年
で
は
半
数

を
こ
え
て
い
ま
す
。

犯
罪
を
犯
し
た
少
年
の
約
八
四
%

た

ば

こ

i志

市

内

で

午前中('i!1分のnm

-I1買につき100l'J(午後 3月までの子
犬は50円)

主U
Rノ，.生

と来場ぐ清宮)

ャ閉

fu_i出火曜日

保

買い上げの日時

買い上げるねだん

必ず印鑑を持ってくるとと

買い上げの場所("i 
.~ 

(づ

。

ま
近ごろ、飼い主のない犬がたくさんふえて、人畜

に被害を1JI1えております。

このような彼害を少しでもなくするために、 9月

から次の要領によって、野犬といらなし、火;を買い

上げて保健所へ引きわたします。みなさんのご協力をお願いします。

野犬買
マ

険



で

一

関

ト

た

乙

の

キ

ャ

ン

仇

対

会

は

、

夏

三

閉

け

も

一

時

間

以

上

も

お

そ

く

な

り

ま

休

み

を

利

用

し

て

行

な

わ

れ

る

団

活

動

一

一

ず

。

陽

気

は

暑

か

ら

ず

寒

か

ら

ず

で

快

の
D
lダ
1
養

成

と

翌

の

親

睦

首

一

一

適

で

す

が

、

朝

晦

ば

う

っ

か

り

す

る

と

ろ

う

と

す

る

も

の

で

①

キ

ャ

ン

プ

の

計

」

寒

さ

伊

感

じ

ま

す

。

申

脅

か

ら

歌

切

4
4

画

と

運

営

②

野

講

習

方

法

③

キ

ャ

口

手

あ

み

の

よ

さ

一

ゆ

も

あ

る

で

し

ょ

う

。

い

、

部

品

ン
プ
ブ
ア
イ
ヤ
l
の

方

法

④

大

洲

の

歴

既

製

品

が

衣

料

品

百

の

居

先

き

に

あ

一

す

い

こ

と

も

秋

の

天

候

の

ι長
時

-

詩

吟

諮

問

計

七

い

一

町

民

間

む

は

笠

岡

圃

岡

山

叫

児

童

生

徒

の

み

な

さ

ん

に

夏

休

み

を

一

小

中

学

生

一

盲

八

十

人

を

お

く

り

出

し

一

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

た

。

一

一

一

市

川

川

川

川

川

山

川

訓

刊

ー

ι

品

一

一

に

聞

き

ス

っ

て

い

ま

し

た

。

高

少

価

値

感

主

伝

っ

て

、

な

か

な

ミ

一

[

ぺ

制

有

効

に

漫

」

し

て

も

ら

お

う

と

各

地

区

一

て

闘

校

し

ま

し

た

。

一

マ

市

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

の

モ

デ

ル

キ

一

一

ヵ

一

H
新
刊
図
書
案
内
持

一

一

一

い

い

も

の

で

す

。

毛

糸

伊

景

っ

と

き

、

一

千

回

で

は

い

ろ

い

ろ

な

催

し

が

行

な

わ

れ

た

一

水

準

校

は

市

民

票

と

大

洲

に

古

ャ

ン

プ

大

会

は

十

日

、

十

一

日

の

両

日

て

ア

レ

ピ

ア

ン

テ

一

赤

ち

ゃ

ん

の

も

の

な

ら

、

い

わ

ゆ

る

ベ

一

家

庭

の

園

芸

議

員

二

，

品

れ
れ
れ
わ
じ
い
け
わ
れ
向
日
一
仏
日
一
日
訪
問
時
日
目
即
日
れ
れ
ば
叩
け
い
十
日
制

U
U一
ナ

は

大

丈

夫

?

一

ピ

1
2ー
を
さ
け
て
、
む
し
ろ
う
す
一
日
目
的
訴
え
…
九
日
誌
、

と

紹

介

し

ま

し

ょ

う

。

一

と

薬

事

故

防

止

に

役

立

て

よ

ミ

一

た

。

一

乙

と

し

も

ま

た

自

の

シ

ー

ズ

ン

が

写

真

般

若

心

経

は

縦

一

一

語

、

長

一

い

色

吐

い

誌

の

が

よ

い

で

し

ょ

う

。

一

一

屡

審

議

(

戸

川

主

ι

マ
城
山
下
で
一
聞
か
れ
た
第
十
五
回
大
一
市
水
泳
協
会
と
大
洲
公
民
館
が
す
す
め
一
目
。
ろ
ス
ポ
l
yに
援

す

る

乙

と

の

一

や

っ

て

き

ま

し

た

。

丘

二

五

糎

で

知

法

寺

落

慶

の

六

月

を

一

手

{

人

く

ど

い

色

は

不

用

で

赤

屋

敷

の

女

(

大

仏

次

郎

)

』

洲

水

泳

学

校

と

ス

ポ

ー

ツ

教

室

水

泳

大

一

て

き

ま

し

党

。

生

徒

自

に

は

泳

げ

な

一

少

な

い

少

年

に

そ

の

機

会

を

与

え

る

一

テ

レ

ビ

の

ア

ン

テ

ナ

を

さ

さ

そ

い

目

前

に

し

た

要

十

年

E
月
、
国
師
す
o

こ
ま

7ン
パ
ギ
タ
咲
〈
戦
線
で
(
寺
下
)
品

洲
コ
I
ス
は
吉
、
十
日
閣
の
日
程
を
一
い
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
閉
校
一
乙
と
を
ね
ら
い
と
す
る
ス
ボ
l
y少
一

柔

の

台

や

針

金

は

大

丈

夫

で

し

ょ

う

四

九

歳

の

書

で

す

。

一

老

人

む

き

j
、
と
か
く
黒
と
か
茶
一
極
限
の
民
族
(
本
多
勝
一
)
叫

妻

、

ま

っ

黒

に

回

や

け

し

完

憲

一

日

経

「

二

十

メ

ー

ト

ル

誇

る

の

よ

一

言

は

、

昭

和

四

十

年

に

白

で

発

足

す

、

た

ふ

め

て

み

ま

し

ょ

う

。

弱

つ

-

i

l

l

l

一

グ

レ

ー

な

ど

と

き

き

で

す

が

、

む

一

身

が

わ

り

の

夜

(

瀬

戸

内

主

題

霊

轟

髄

VY欝
議
総
勝
」
と
雇
に
満
ち
ナ
レ
て
か
ら
こ

E
一

干

一

回

を

数

え

、

一

て

い

る

と

き

は

、

い

ま

す

ぐ

電

気

居

へ

写

真

は

国

師

自

ら

の

血

で

書

か

し

ろ

明

る

い

ブ

ル

ふ

グ

リ

ー

ン

な

ど

一

れ

と

る

と

(

な

だ

い

な

だ

)

一

瞬

鱒

麟

麟

麟

鱗

髄

た

顔

つ

き

で

親

た

一

季

節

に

応

じ

た

活

発

な

団

事

展

開

一

た

の

ん

で

な

お

し

て

も

ら

い

ま

し

ょ

れ

た

O
写
経

M

2

5
で
く
だ
さ
い
。
一
一
課
も
の
が
た
り
(
寺
下
辰
夫
)
一

割

田

鵬

舗

鵬

醐

翻

臨

融

酪

醐

防

除

鵬

臨

醐

膨

一

一

1
1
H
I
-
-

一
あ
な
た
国
身
も
「
常
識
」
か
ら
抜
l
一

一

醐

園

開

醐

購

鵬

輔

鵬

翻

醐

醐

湘

灘

輔

ち

仁

語

っ

て

い

る

一

し

て

い

ま

す

。

一

ぅ

一

h

l

一

一

味

の

昧

(

h

y

)

一

臨
調
醐
醐
醐
曙
轍
謡
女
暴
露
が
み
一
安
委
と
ス
ポ
ー
ツ
少
平
君
主
一
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
風
の
た
め
一
自
分
の
た
め
に
も
ま
た
大
ぜ
い
の
人
一
定
、
覇
者
や
お
知
り
合
い

Z
改
正
の
お
も
な
も
の
は
、
一
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
出
L
て
、
秋
季
あ
み
で
た
の
し
ん
て
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
味
覚
旅
行
(
ク
)
一

臨
輯
鱒
鱒
麟
魁

1
1
1
!
I
l
l
-
[
J川
川
i
l一
に
ア
ン
テ
ザ
が
倒
一
義
つ
た
め
に
も
、
年
に
一
五
々
に
害
し
て
、
献
血
し
て

B
一
マ
保
険
金
の
最
一
一
高
額
が
特
別
養
老
保
険
一
寝
室
は
い
か
が
で
す
が
。
食
欲
は
十
一
く
さ
い
。
姓
名
判
断
(
野
末
陳
平
)
一

瞬
瀦
鋪
購
縛
輔

fι
城
山
下
宗
本
割
引
1
J
I
f
-
-

一
れ
て
一
飛
び
電
止
血
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
ぃ
、

2〈
の
八
五
い
ま
し
一
の
場
合
百
五
十
高
と
な
っ
た
o

一

分

あ

り

ま

す

か

。

一

口

食

欲

の

秋

一

成

功

す

る

接

待

の

コ

ツ

(

遠

藤

美

一

鱒
戦
鋼
鋪
韓
関
聯
瞬
襲
撃
一
伊
、
九
三
:
白
書
襲
撃
j
に
あ
た
っ
て
哩
一
異
議
血
の
血
液
を
使
用
さ
れ
た
一
ょ
う
。
一
加
入
後
二
年
を
経
過
し
て
災
害
死
し
以
上
の
よ
う
な
点
字
分
注
意
し
て
一
暑
さ
で
い
た
め
つ
け
ら
れ
た
胃
腸
も
一
女
子
高
校
告
た
め
の
量
(
勇
一

輯

縮

瞳

聾

瞳

盟

襲

瀦

ヤ

ぐ

え

鞠

議

離

を

停

電

さ

せ

み

一

一

た

場

合

一

言

干

五

万

円

。

一

号

室

が

君

主

つ

で

し

主

演

と

と

も

面

復

し

て

3。
乙

一

彦

)

」

鱒

融

関

盟

盟

鱒

襲

議

署

騒

紅

麟

麟

醸

柱

萱

ご

用

生

長

の

呆

官

政

一

式

一

日

時

昨

日

早

以

前

部

な

さ

い

一

軒

」

く

さ

い

出

F
A
E色百
斜
事
典
別
冊
目
よ

関
輔
議
嘩
襲
撃
議
麗
離
謹
灘
間
関
一
製
糸
去
に
vj
山契機に一日目!?で一①世話静止を目前十去っちで一忠一年)デ

融
関
一
一
)
山
J

し

よ

鵜

機

関

輔

が

片

山

三

%

が

札

常

一

一

円

一

一

一

一

議

議

藤

議

BI--

コ
ナ
一
あ
っ
た
が
、
日
本
脳
炎
な
ど
の
法
定
一
②
き
ち
ん
と
学
校
へ
行
っ
て
い
る
で
し
一
ビ
タ
ミ
ン
A
に
変
わ
る
物
質
を
最
高
に
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
(
玉
井
一

関
竪
悪
品

1
…
一
山
一
刊
誌
鵬
首
一
出
出
一
括
抗
議
官
象
が
よ
れ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
昨
出
一
円
し
主

軸欝軸川均一……川一一一一一…一一字離四子一司君器製一平
7
1
1
l

一語
2
2
tしにさ
H
E
L
一許証)一

日
刊
什
引
い
引
い

ili--Ez--uulu--==一冨
Jlili--Zagili--

一
年
に
一
度
の
伊
君
宮
最
大
の
祭
儀
と
一
保
険
金
最
低
一
し
た
と
き
の
保
険
金
を
ま
つ
こ
と
一
④
室
長
は
変
り
ま
せ
ん
か
。
熱
を
堂
、
病
人
高
し
、
虚
毒
い
一
花
の
黒
点
(
詩
型
一

あ
な
た
の
壊
で
尊
い
人
命

3
5血液
翠

い

給

す

る

こ

を

一

時

五

持

訪

問

時

旦

額

十

万

円

に

に

な

戊

1

1

7日
付

訪

日

間

長

砕

い

長

野

口

げ

ま

と

け

一

デ

ッ

カ

ク

い

乙

う

(

川

卓

三

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
血
液
が
号
一
き
る
わ
け
で
す
。
百
い
て
調
え
る
と
い
う

Eは
、
今
岡
一
改
善
さ
れ
た
一
こ
ど
も
さ
ん
一
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
お
子
さ
ん
と
し
よ
う
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
な
い

Eて
一

塁

(

井

上

靖

)

一

な
い
人
々
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
献
血
し
て
一
最
近
は
、
手
術
事
故
な
ど
の
と
製
糸
の
名
誉
だ
け
で
な
く
、
当
市
の
主
簡
易
保
険
一
一
よ
く
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
場
合
に
よ
も
、
優
秀
な
緑
色
野
菜
で
す
。
九
月
が
人
魚
と
野
郎
(
石
原
慎
太
郎
)
一

く
だ
さ
い
。
一
き
に
、
本
人
や
近
親
者
が
献
血
し
て
一
義
に
と
っ
て
、
ま
た
当
市
の
誇
り
で
一
さ
き
の
特
別
国
会
で
簡
易
生
命
保
険
一
は
元
気
?
一
つ
て
は
学
校
の
先
生
と
相
談
す
る
必
要

2
ば
ん
お
い
し
い
撃
で
す
。
一
わ
が
愛
と
命
の
記
録
(
石
坂
洋
次
叩
一

口
献
血
と
は
一
い
な
け
れ
ば
、
よ
い
血
液
を
輸
血
し
一
去
り
ま
す
。
一
法
の
一
部
事
庄
さ
れ
、
七
月
一
干
日
一
休
み
あ
け
の
生
活
一
去
り
ま
し
ょ
う
。

2ば
ん
気
を
つ
く
だ
も
の
で
は
、
言
、

8
、
ぶ
一
帽
子
い
っ
ぱ
い
の
涙
(
檀
一
雄
)
一

自
分
の
忠
段
差
く
無
償
で
社
会
一
て
色
え
な
く
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
一
多
年
の
同
社
の
研
究
と
努
力
が
こ
三
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
を
観
察
し
よ
う
一
け
た
い
乙
と
は
、
警
な
し
に
叱
り
つ
号
、
早
生
の
り
ん
と
な
ど
、
魚
類
で
一
深
い
失
速
(
戸
川
昌
子
)
一

的

に

奉

仕

し

、

重

量

の

あ

る

可

@

観

光

著

書

、

観

光

地

や

駅

号

先

一

一

E休
み
も
も
う
終
わ
り
ま
す
。
一
け
る
乙
と
で
す
o

お
子
さ
ん
が
、
中
学
は
、
王
者
の
さ
ん
ま
、
小

8あ号じや霊号三まき三乙ム一問附開削叫口ロ

人
に
血
伊
毒
祷
給
し
主
て
あ
存
げ
る
芝
乙
と
各
が
一
可
…
車
勇
内
な
宝
ど
八
柔
ム
主
共
の
露
場
を

Eよよ戸
ご
」
達
差
豪
都
華
千
代
自
回
区
究
丸
ノ
角
内
一
石
百
の
空
一
ム
…
す
一τ休みあ
存
け
の

2お子
言
さ
ん
合
の
生
語
活
を
宝
よ
く
一

τ
升
訟
以
上
の
露
場
合
在
は
と
を
く
に
福
慎
重
需
に
。
が
託
れ
い
、
秩
警
さ
産
ば
な
宝
ど
。
一
了
叫
諜
諌
輩
報
要
太
平
霊
洋
戦
壁
争
(
寝
松
島
量
墜
壁
一
ニ
己
一
己
)
一

で

き

る

制

度

て

す

一

…

…

一

観

J

察察して乙れから一始始警辛ま晶

z
芸る歪亙亭J
期

を

一

乙

れ

ら

の

季

節

の

も

の

は

安

く

て

お

一

一

そ
き
乙
で
員
国
震
民
令
奈
緊
乙
品
の
献
需
血
品
制
一
一
…
酎
町
叫
い
日
持
吟
作
咋
し
く
す
る
乙
と
長
を
義
騒
回
J同詩吋開詰町怯鵠吟踏鵠問問釘標費古語譲回操係語宛ム
ι…一一元義言気語に福量過遅一ご」語号喜号てあ
5げ宮まし
}
よ2フ
。
一
玄
成
人
病
検
霊
診
、
老
支
人
い
;
し
お
い
も
車
の
で
手
す
。
霊
喜
類
は
皆
あ
雲
号
主
ま
雪iりり一
時
詩
静
師
肝
ド
れ
封
J河
九
リ
技
九
臼
心
ぺ
滑
滑
均
沌
川
明
)
ン

度
を
推
進
し
て
ゆ
け
ば
品
質
の
よ
い
一
日
@
観
光
資
源
自
然
や
文
化
財
保
護
マ
授
賞
一
て
ま
ず
健
康
で
す
。
お
た
く
の
李
さ
一
病
健
康
診
査
く
ど
く
ど
手
を
か
け
ず
、
自
然
に
近
い
一
人
間
の
歴
史
②
(
ミ
ッ
チ
ヱ
ナ
九
一

を
強
調
す
る
も
の
一
等
一
点
賞
金
一
万
円
一
一
ん
は
一
。
対
象
四
十
五
歳
以
上
の
者
ま
ま
で
い
た
?
と
こ
と
が
お
℃
い
し
一
カ
一
フ
山
り
っ
た
(
土
橋
茂
子
い
一

マ

応

募

方

法

ほ

か

一

一

①

一

翼

は

つ

ら

つ

と

し

て

い

ま

す

か

。

す

日

程

ま

た

栄

養

価

も

一

一

局

い

と

い

う

こ

と

で

す

一

未

知

の

一

室

フ

ピ

チ

(

飯

出

珪

雄

)

孟

①
応
募
点
数
に
制
限
は
し
な
い
が
、
〔
主
催
」

l
日
本
観
光
協
会
、
日
宏
之
一
あ
く
び
を
し
た
り
、
妙
に
つ
か
れ
た
一
蔵
川
公
民
館
員
1
日
た
だ
し
、
ま
だ
食
皇
室
生
が
心
一
人
生
の
本
9
日
本
の
美
(
男
吉
見
一

ハ
ガ
キ
一
在
学
一
標
語
星
空
社
、
日
本
軍
有
鉄
道
、
章
太
一
ょ
う
す
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
大
成
公
民
館

9

3
日
配
さ
れ
ま
す
。
十
分
の
注
意
が
肝
心
で
一
英
才
教
育
(
読
売
新
聞
社
)

F
一

一
一
②
い
ら
い
ら
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
一

-

2

す

。

一

一

入

の

乙

と

徳

協

会

…

一

ま

せ

ん

か

。

す

ぐ

寝

つ

き

ま

す

か

、

一

新

谷

公

民

館

ヂ

1
日

-

量

子

力

学

の

世

界

(

片

山

泰

久

)

一

審
議
豊
田
と
一
蓄
の
こ
と
〔
後
拐
、
〕
l
総

理

府

、

運

輸

省

一

一

よ

く

眠

り

ま

す

か

。

一

南

久

米

連

絡

所

夕

刊

日

古

代

唆

王

朝

の

な

ぞ

(

伊

藤

道

治

)

マ
締
切
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
商
工
観
光
課
一
一
③
頭
ゃ
か
ら
だ
が
熱
っ
ぽ
く
あ
り
ま
せ
て
南
久
米
中
学
校

9

初

日

サ

ム

・

ピ

ァ

グ

お

お

を

つ

と

っ

一

昭
和
四
十
一
一
年
九
月
十
五
日
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
一
ん
か
。
だ
る
そ
う
に
し
て
い
ま
せ
ん
一
八
多
喜
H

公
民
館
タ
お
日
t

な
ぞ
の
宇
宙
ロ
ボ
ァ
ト
一

か

。

顔

色

、

自

の

色

、

皮

ふ

の

色

は

一

柳

沢

公

民

館

ク

お

臼

宇

宙

怪

獣

J
Iン
一

EE--E'EE--『
勘
凪
駅
酌

Fι
臥
I
目

UιιUF

(2) 

水
泳
学
校
や
モ
デ
ル
キ
ャ
ン
プ

昭和 42年 8Jj 2 5日宰艮足三時司f，帽ヨ巳

夏
休
み
を
有
効
に
過
ご
す

夏とこども

献
血
申
込
者
を
受
付
中

第 138号

観
光
週
間

の
趣
旨
で
あ

る
観
光
道
徳

の
高
揚
と
観

光
資
源
の
保

護
の
観
念
を

普
及
す
る
た

め
、
次
の
要

領
で
「
観
光

標
語
」
が
募

集
し
て
い
ま

す。マ
主
題

Ji 
'"、供，、供，、例d、例，、内̂'、《内

|一観光エチケツ

標 募一語

(3引

盤
珪
国
師
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

第
五
回
と
第
二
六
回
に
記
し
ま
し
た

の
で
省
き
ま
す
が
、
如
法
寺
宝
物
の

中
で
も
国
師
の
写
経
は
、
そ
の
遺
墨

中
で
も
最
も
尊
重
す
べ
き
も
の
で
、

血
書
観
音
経
、
血
書
般
若
心
経
、
紺

紙
金
泥
観
音
経
、
り
ょ
う
一
厳
呪

(
l

大洲市指定有形文化財

盤珪国師写経四巻

所有者如注寺

(昭和40年|月|目指定〉

国
師
自
ら
の
血
が
以
っ
て
書
か
れ
、

-
1

灰
褐
色
に
た
い
色
し
た
高
僧
の
へ
一
一
広
報
の
し
お
り

格
が
全
面
に
あ
ふ
れ
、
身
の
ひ
き
し
一
一

ま
る
思
い
を
強
く
し
ま
す
。
も
は
や
一
「

筆
跡
云
々
伊
超
え
た
霊
跡
と
も
見
る
一

べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
如
法
寺
門
一

外
不
出
の
寺
宝
で
す
。

文
字
の
鬼
気
と
仏
道

の
奥
義
極
め
る

ご
ん
し
?
っ
)
の
四
巻
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
斉
戒
沫
浴
し
て
一
点

画
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
無
上

ω敬

占
障
が
も
っ
て
、
一
筆
ニ
拝
の
礼
を
と

り
、
全
身
全
霊
を
も
っ
丈
謹
写
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
P

特
に
血
書
写
経
二

帖
に
至
っ
て
は
拝
す
る
も
の
は
皆
、

あ
な
た
の
血
液
が
人
命
救
う

口

秋

の

天

候

-
九
月
も
半
ば
を
す
ぎ
る
と
、
夏
至
の

一
こ
ろ
に
て
ら
べ
て
、
日
暮
れ
が
一
時
間

一
一
一
十
分
も
県
ぐ
な
っ
て
い
ま
す
し
、
夜
一


